
今年度6月の実績について報告してください。

番号 項目 記入要領

No.1 報告書記載者 ・この報告書を記載した方の職名及び氏名を記載してください。

No.2 業務委託の有無 ・給食業務を委託している場合は「有」に、していない場合は「無」にチェックしてください。

・委託をしている場合は、その内容について該当する項目をチェックしてください。（複数回答可）

・その他には、主食の外部委託など例示以外に行っていることを記載してください。

No.4 委託会社名または委託先 ・委託会社名または委託先を記載してください。

・No.4で記載した会社との委託開始年月を記載してください。

・調理業務を委託している場合、委託内容が確認できる契約書の有無について記載してください。

・今年度の6月1日現在の職員等の状況を記載してください。

・この報告書で、常勤とは週4日以上かつ1日6時間以上の勤務状況を言い、それ以外は常勤以外
としてください。

・栄養士・管理栄養士については、施設側から最大4名まで、委託先等がある場合には委託先等か
ら最大2名まで（下2段に）記載してください。

・今年度の6月1日現在の職員等の状況を記載してください。

・この報告書で、常勤とは週4日以上かつ1日6時間以上の勤務状況を言い、それ以外は常勤以外
としてください。

・該当するところにチェックまたは、記載をしてください。

・この報告で給食会議とは、管理栄養士や調理師など栄養部門担当者以外の職種も参集する会
議をいいます。

・該当するところにチェックまたは、記載をしてください。

・　「各管理者」には、施設長、院長、学校長、園長を含みます。
　「医師等」には、学校医、嘱託医を含みます。
　「介護・看護担当者」には、養護教諭、保健主事を含みます。

・施設の病床・定員数を記載してください。

・食事の開始時間を記載してください。

・平均的な食数の日を選び、給食数（1日分）を記載してください。

・この報告書では、食数におやつを含めないでください。

・該当するところにチェックをしてください。（複数回答可）

・その他にチェックをした場合は、（　）内に例示以外に把握している項目を記載してください。

・該当するところにチェックまたは、記載してください。

・アンケートなどにより全体の状況を把握している場合は、「全体的に把握している」にチェックをし、
調査の頻度を記載してください。

・その他にチェックをした場合は、その内容を（　）内に具体的に記載してください。

・該当するところにチェックまたは、記載してください。

・有にチェックをした場合は、該当する項目をチェックしてください。

・該当するところにチェックまたは、記載してください。

・残食調査などにより全体の状況を把握している場合は、「全体的に把握している」にチェックをし、
調査の頻度と方法を記載してください。

・その他にチェックをした場合は、その内容を（　）内に具体的に記載してください。

No.6 管理栄養士・栄養士について

給食施設栄養管理報告書記入要領（学校・児童福祉施設・事業所・寄宿舎用）

No.3 業務委託の内容

No.5 上記会社との委託開始年月

No.7 スタッフ数について

No.8 給食会議　実施状況

No.9 給食会議　構成メンバー

No.10
給食数・許可病床数、
入所定員

No.11
身体状況、栄養状態等の
定期的把握

No.12 嗜好などの把握

No.13 食物アレルギーの対応

No.14 食事摂取量などの把握



番号 項目 記入要領

・施設における3歳以上の利用者について「肥満」「普通」「やせ」の割合を算出し記載してください。

・肥満度の算定は、成人（18歳以上）以外は満年齢ではなく学年（幼児にあたっては年齢クラス）単
位で行い、肥満傾向及びやせ傾向に該当する者の数を男女別に記入してください。

・肥満度は、次式などから得られた結果により判定してください。

＜幼児（3～5歳）＞
　幼児身長体重曲線（性別・身長別標準体重）を用いた判定方法として、「肥満」については、＋
15％以上、「やせ」については、－15％以下としてください。
　※「幼児の肥満度判定区分の簡易ソフト」
　http://www.niph.go.jp/soshiki/07shougai/hatuiku/<国立保健医療科学院の掲載ページにリンク>
　（当該ソフトは、名前、生年月日、測定日、身長（ｃｍ）、体重（ｋｇ）を入力すれば、3歳以上の肥満度判定区分
を簡単に確認できます。）

＜児童・生徒＞
　学校保健統計調査方式（性別・年齢別・身長別標準体重）を用いた判定方法とし、「肥満」につい
ては、+20%以上、「やせ」については、-20%以下としてください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【実測体重（ｋｇ）－身長標準体重（ｋｇ）】

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　身長別標準体重「（ｋｇ）

　　※身長別標準体重（ｋｇ）＝ａ×実測身長（ｃｍ）－ｂ
　　　（ａとｂの値は別表のとおり）

＜成人（18歳以上）＞
　ＢＭＩ（Ｂｏｄｙ mass index）を用いた判定方法とし、「肥満」については、ＢＭＩ25.0以上、「やせ」につ
いては、ＢＭＩ１８．５未満としてください。

　▼ＢＭＩ（Ｂｏｄｙ mass index）　＝　体重（ｋｇ）　÷　身長（ｍ）　÷　身長（ｍ）

・給与栄養目標量の設定根拠について該当する項目をチェックしてください。

・その他にチェックをした場合は、その内容を（　）内に具体的に記載してください。

・給与栄養目標量の設定方法について該当する項目をチェックしてください。

・その他にチェックをした場合は、その内容を（　）内に具体的に記載してください。

・給与栄養目標量については、施設において献立作成の基準となる食種の名称と目標量を記載し
てください。なお、目標に栄養価等の範囲を設けている場合は、その基準の範囲を「○○～○○
（mg）」のように記載してください。算出していない栄養価等は「－」を記載してください。

・給与栄養量については、1人分（1か月平均）の値を記載してください。

・給与栄養量の評価について該当する項目をチェックしてください。

・その他にチェックをした場合は、その内容を（　）内に具体的に記載してください。

・該当するところにチェックまたは、記載してください。

・掲示している場合は、該当する項目をチェックしてください。（複数回答可）

・利用者に対する栄養指導の実施の有無等について、該当するものにチェックをし、前年度（年間）
の実施回数等を記載してください。

・情報提供の状況について、該当するところにチェックをしてください。（複数回答可）

・災害時と事故時別に、該当するところにチェックをしてください。

・食事の供給体制とは、他の施設との協定や業務委託などをいいます。

No.23 設備等の整備状況 ・該当するところにチェックまたは、記載してください。

No.16
施設における食事の基準（給
与栄養目標量）の設定根拠に
ついて

体格の把握No.15

No.17
施設における食事の基準（給
与栄養目標量）の設定方法に
ついて

No.18
給与栄養目標量と給与栄養
量等

No.19
施設における食事の基準（給
与栄養量）の評価

No.20 献立表の掲示等

No.21 栄養情報の提供

No.22 災害時等の対応体制

▼肥満度（過体重度）＝ ×100

（別表）


